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「ゴミ残しておくね」。

冗談も飛び交う地域との会話

　

伊勢神宮、熊野古道、松阪牛、そして赤福。

さあ、これは何県？

　

答えは「三重県」です。有名なスポット

や名産が多いのに、集合体の三重県となると、

知名度がもう一歩というのが地元の皆さんの

感触のようです。ちなみに、県庁所在地は

「津」市。全国で唯一、漢字1文字の県庁所在

地です。

　

その津市で、6月29日に中部電力三重支店

が定例となっているクリーン大作戦を行いま

した。

　

午後5時になると社員の皆さんが裏口に集

まり、てきぱきした動作でゴミ袋を受け取っ

て町中に消えていきます。脇道の草の中、自

販機の裏側など、空き缶やゴミが落ちていそ

うなところも熟知されていて、一目で手慣れ

ているという感じです。皆さん笑顔で、会話

を交わしながらの清掃で津新町通りを中心に、

津新町駅までのエリアは30分ほどできれいに

なりました。

　

ちょっと驚いたことは、ご自身のかばんな

ども持っている方がいたことです。ゴミを持っ

たまま帰宅？と訝しんでいると、同支店総務

部総務グループ主任の野呂功さんが説明して

くれました。

　
「駅にゴミの収集車を用意して、そのまま帰

ることができるようにしています」。

　

なるほど、グッドアイデア

　

中部電力さんには豆電球クラブというのが

あり、クリーン大作戦もそのクラブが主導さ

れています。

　

三重支店豆電球クラブ三重事務局長の森本

豊茂さんにお話を伺いました。

　
「命名の由来は、一人

一人は小さな灯りであっ

ても、従業員の温かい輪が集まれば、

企業の中も、地域社会も明るくなる

という意味なんです。設立は平成９

年で、社員の自発的なボランティア活動のサ

ポートをしています」。

　

本来は社内だけの活動でしたが、昨今は近

中部五県下に電力を供給している中部電力株式会社。

その三重支店が「クリーン大作戦」を行いました。

「小さな親切」を企業文化の創造に取り入れている好例です。

三
重
県

奈
良
県

滋
賀
県

●
伊
勢
市

伊
勢
湾

津
市 中部電力

株式
会社三重支店 一人ひとりの灯りは小さくても、

みんなが集まれば、大きな輝きになる。

上
）台
風
一
過
、
白
塚
海
岸
で
の
清
掃
活
動
で
は
大
量
の
ゴ
ミ
が
集
ま
っ
た

左
）会
社
帰
り
の
つ
い
で
に
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
参
加
す
る
社
員
。
部
署
ご

と
に
担
当
エ
リ
ア
が
決
ま
っ
て
い
る みんなが集ま みんなが集
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隣の商店街や、企業にも賛同されるところが

増えてきました。「小さな親切」運動三重県本

部のある百五銀行はもちろんのこと、三交不

動産株式会社や三重刑務所の職員のみなさん

ともいっしょに清掃活動を行っています。

　
「商店街の方から『今度清掃活動でしょ。ゴ

ミ残しておくからね』と冗談を言われること

もありますよ」と森本さんは笑う。

　

こうした活動を通じて、社内外にいい空気

が流れていることがよくわかります。

「小さな親切」で

企業文化を築く

　

同支店ビルには約５８０名の社員がいます

が、グループで分かれて順番に清掃活動を行っ

ています。

　

今回の清掃活動への参加者は１２０名ほど

でした。この他にも、支店のすぐそばを流れ

る岩田川の清掃や、海岸清掃などにも参加し

ています。

　

七夕の飾りを岩田川に流す風習があるので、

その後片付けや、海水浴シーズンを前に海岸

をきれいにします。今年は7月12日に岩田川

清掃を、18日に白塚海岸の清掃が行われまし

た。祭りの後や、台風の影響もあって、大量

のゴミが集まりました。

　
「クリーン大作戦は、町をきれいにするとい

う本来の意義だけではなく、地域の皆さんと

の交流や、社員間のコミュニケーションを円滑

にするという効果も大きいんです。電力会社

ですから地域のみなさまがお客さまですので、

日頃から感謝の気持ちをもって接しておりま

すが、この交流によって地域への帰属意識も

高まっていると思います」。

　
一方で、電力会社の仕事も細分化されてい

て他の部署との交流が途絶えがちになるとこ

ろを、豆電球クラブの活動が支えているとい

うことでした。社員間の風通しがよくなるこ

とは、コンプライアンスの向上にも役立つのだ

そうです。

　

同社ではこの他、募金活動や、プリペイド

カード、古切手の収集など、各事業場内の豆

電球クラブが中心となって多くの活動を行っ

ています。

　

中部電力の企業理念のひとつに「自律と協

働」があります。一人ひとりが互いを尊重し

ながら、個性を発揮し、協働することで、の

びやかで力強い企業文化を築くというもので

す。豆電球クラブはまさにそれを具現化して

いるのだなと感じました。

　

最後に野呂さんが笑顔でこう語ってくれま

した。

　
「うちの社内の雰囲気はとてもいいですよ。

なんでも相談できます。社員として自慢でき

ます」。

　

熊野古道や松阪牛もいいけれど、三重県に

中部電力三重支店あり。そんな印象を持ちま

した。

森
本
事
務
局
長

野
呂
主
任

　
春
の
巣
作
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
カ

ラ
ス
が
電
柱
に
巣
作
り
を
始
め
ま
す
。
そ
れ

が
原
因
で
停
電
が
起
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
精
密
機
械
を
扱
う
工
場
な
ど
で
は
何
秒
間

か
電
力
が
停
止
し
て
も
生
産
ラ
イ
ン
に
影
響

が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
電
力
の
安
定

供
給
が
我
々
の
最
大
の
使
命
な
ん
で
す
」と

森
本
事
務
局
長
。

　
そ
の
た
め
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
多
く
の
社
員

を
投
入
し
て
巡
視
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
電

力
の
供
給
に
支
障
の
あ
る
場
所
へ
の
巣
作

り
を
見
か
け
た
ら
除
去
し
ま
す
が
、
そ
う
で

は
な
い
場
合
は
あ
え
て
残
す
の
だ
そ
う
で
す
。

　「
巣
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
別
の
場
所
に

巣
を
作
り
、
停
電
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
か
ら
」。

　
春
先
、
電
線
を
見
上
げ
て
い
る
人
を
見
か

け
た
ら
電
力
会
社
の
人
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

電
力
会
社
V
Sカ
ラ
ス

森
本
事
務
局
長

野
呂
主
任
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三
重
県
本
部
は
、あ
っ
た
か
本
部

　
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
三
重
県
本
部
は
津
市
に
本

店
を
お
く
百
五
銀
行
内
に
あ
り
ま
す
。
同
行
は
明
治

11
年
、
国
立
銀
行
条
令
に
よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
見
て
く
だ
さ
い
。
○
に
×
と
い
う

シ
ン
プ
ル
で
す
が
力
強
さ
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
○

は
１
０
０
を
、
×
は
５
を
表
す
の
だ
そ
う
で
す
。
ど

ち
ら
も
魚
問
屋
の
符
牒
に
由
来
す
る
と
か
。
２
代
目

頭
取
で
魚
問
屋
ご
出
身
の
岡
嘉
平
治
氏
が
創
作
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
三
重
県
本
部
は
昭
和
57
年

に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
日
本
列
島
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
、
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
車
い
す
寄
贈

運
動
、
実
行
章
伝
達
式
な
ど
、

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
の
あ

ら
ゆ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
実
行
章
伝
達
式
は
、

一
般
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
察
官
を
対
象
と

す
る
独
自
性
の
高
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
毎
年
優
秀
作
品
が
多
く
集
ま
り
、
昨
年

も
中
学
三
年
生
の
中
村
真
子
さ
ん
の
作
品
「
徳
を
積

む
」
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
県
本
部
の
皆
さ
ん
が
本
当
に
あ
っ
た
か
い

方
ば
か
り
な
の
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
三
重
は
い
い

で
す
よ
」
と
聴
い
て
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
お
会
い

し
た
方
も
多
い
の
に
、
3
分
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
、

30
分
で
情
報
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。
し
か
も

仕
事
が
完
璧
。
今
回
の
取
材
で
も
準
備
万
端
で
、
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
乗
っ
た

く
ら
い
に
ス
ム
ー
ズ
に
取
材

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

百
五
銀
行
の
伊
藤
歳
恭
頭

取
（
県
本
部
代
表
）
も
顔
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「『
小
さ
な
親
切
』
運
動

は
、
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
目
に
見
え
る
く
ら
い
効

果
が
あ
り
ま
す
よ
。
来
年
5
月
に
は
、
三
重
県
で
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
機
会

に
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
世
界
的
に

三
重
県
の
知
名
度
を
あ
げ
、『
小
さ
な
親
切
』
の
精
神

を
伝
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
よ
ね
」。

　
「
幸
い
、
地
元
企
業
の
皆
さ
ん
も
た
い
へ
ん
協
力
的

で
す
の
で
、
事
務
局
で
は
、
県
本
部
発
足
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
に
呼
応
し
て
〝
も
て
な
し
運
動
〞
と
し
て
実
施
で

き
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

取
材
の
後
、
こ
の
話
は
進
み
、
来
年
度
の
三
重
県

内
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催

に
呼
応
し
て
、
5
月
中
旬
に
、
県
下
の
小
中
学
校
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
会
員
企
業
や
団
体
に
参
加
を
呼

び
か
け
て
大
々
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

運
動
本
部
で
は
こ
の
企
画
に
賛
同
す
る
と
共
に
、

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
に
親
切
の
心
を
広
く
発
信

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

に
合
わ
せ
た
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
実
施
を
全
国
に
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中部電力　三重支店株式
会社

三重県本部

上）笑顔もやわらかな三重県本部の皆さん
    写真手前右から伊藤歳恭代表、井上正也事
務局長、竹岡百合子さん、北出正之さん

下）毎年2月に警察官実行章伝達式が開催され
ている

三
重
県
本
部

　津はうなぎの消費量で日本一
になったという統計もあるくらい
ですが、うなぎ屋さんが多いのは
確か。東京のコンビニ並み？ に
あります。しかもお値段もかなり
リーズナブル。打ち上げなどもう
なぎ屋さんで行うことも多いとか。
で、さっそくいただいてみますと
「うわ、うま！」　とても言葉では
表せませんので、津に来訪の折
にはぜひご賞味ください。

ウナギ食べに
行かへん？


